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論文審査の結果の要旨 
 市川ゆき氏（国際医療センター麻酔科）の学位審査委員会は、審査委員全員が出席し、平成 30
年 5 月 21 日に毛呂山キャンパス本部棟 1 階の大学院講義室で開催された。国際医療センター麻
酔科から代表指導教員・指導教員の北村晶教授が陪席された。はじめに、申請書類により、申請
者の資格条件が満たされていることを確認した。本研究の倫理審査の書類に申請者の名前が記載
されていなかったこと、それに対する修正申請が行われ承認されたこと、について申請者本人か
らも口頭で内容の説明を受けた。次に、申請者による申請論文に関しての発表が行われた。発表
後、審査委員と申請者との間で質疑応答を行った。 
 
質疑応答の要約 
１）悪心嘔吐がコントロール群（27 例）に比して PECS（pectoral nerves block, 胸神経ブロッ
ク）施行群（11 例）で有意に低かったのは非常に興味深い。術中のオピオイド（フェンタニ
ル）の使用量は有意差があるものの、絶対量として大きな差はないように見えるがどうか。 
→やはり PECS によりオピオイド（フェンタニル）の使用量を軽減できたことが影響してい
ると考えている。 
２）痛みをとるという意味では 2 日目以降も重要であるが、論文では 24 時間までしか示されてい
ない。これについてはどうか。 
→2 日目以降の痛みも重要であると認識している。また、1 年後、2 年後にどのくらい慢性期
に移行するかにも興味がある。しかし、研究デザインが前向きでないため、そのあたりのデ
ータがない。今後、前向き研究にも取り組みたい。 
３）PECS の難易度はどうか。 
→それほどの難易度が高いという認識はない。今回症例では中堅クラスの医師が施行した。
論文でも述べたが、高度な技術を必要としない点も PECS の強みであると考えている。 
４）乳腺外科の立場から術後の疼痛を抑えていただけるのはありがたい。私たちはルーチンで局
所麻酔薬による浸潤麻酔を併用しているが，国際医療センターではやっていないと聞いてい
る。したがってその差は出ないと考えてよいか。 
→はい。そのように考えている。 
５）PECS によるブロックは腋下まで有効か。 
→PECS2 では前胸壁よりも側壁がブロックの範囲に含まれ、肋間上腕神経も含めてブロック
するためリンパ節郭清による痛みにも有効であるものと認識している。 
６）論文の materials and methods に modified radical mastectomy との記載があるが、これは
乳房全摘術＋腋窩郭清のことであるが、先ほどのプレゼンテーションでは部分切除との説明
であった。 
→認識が誤っていた。 
７）リンパ節郭清を行った症例数はどうか。臨床経験上はリンパ節郭清を行ったほうが痛みの訴
えが多いように感じているが、データがあれば教えてもらいたい。 
→そのデータはない。 
８）VAS（visual analogue scale）のデータが 1 時間ごとに記録され、fig.2 に示されている。通
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常は 1 時間間隔では行われないように思うが、これはどのように測定したのか。 
→看護師がチャートで記録しているため、そのデータを用いた。 
９）局所麻酔と浸潤麻酔とで術後の疼痛などに違いがあると考えているか。 
→その点には興味があり調査しているが明確な論文に遭遇していない。これからも調査して
いきたい。 
１０）術中に用いたフェンタニルの使用量に大きな差がないが、フェンタニルの使用量がその後
の痛みに影響するとも言われている。 
→今回の症例では大きな差がなかったため、その点については確認できていない。 
１１）VAS について、術後 4 時間以降は有意差となっているが、ｎが大きいことの影響も大きい。
臨床的な意義についてはどのようにとらえているか。 
→PECS の効果が 4 時間ほどで切れてくる。初期の痛みが抑えられることにより、その後も
VAS の値に影響する。それらも含め、疼痛管理に有益であると解釈している。 
１２）この研究の今後の発展性についての考えは。 
→今回の結果は、術後 24 時間以内のものであった。2 日目、3 日目、さらに長期的な疼痛管
理が重要であると考えている。前向きの研究デザインによる長期的な鎮痛効果を示すことを
目指して研究を発展させたい。 
 
 
 論文は、慢性化しうる乳癌術後の疼痛管理について、より合併症の少ない胸神経ブロックの有
用性を示唆する臨床的に有意義なものであった。研究成果の発表はよくまとめられており、質疑
応答においても各委員からの質問に適切に回答した。これらから、申請者の研究への寄与の程度、
理解の程度が確認できた。申請者の見識、人格等についても申し分なく、全員一致で適格と判断
した。 
